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　（1）本調査は昭和22年添所炭田調査会によつて施行
　　　　　　　　　　　　　　　　しされた。調査区域は室知郡芦別町及び赤李町に属し塞

鋤“の献に於破鵬根ヌ11の滞約12婿の遡を
占める。

　一（2）調査区域は美唄山脈の東裾部に当る丘陵地帯で，

石狩炭田の脊梁部と考えられる中生代厨複背斜構輩の東

翼部として累重する古第三紀石狩統の上孚部，印ち勝謂

・羊歯砂岩暦乃至芦別爽炭暦に相当すると考えられる高根

爽炭暦，熊の沢爽炭暦，如上部蜆介層及び芦別爽炭暦が東

方へ40。～800傾斜の階段状軍科構造（局部的に小響曲

を俘5）を形成するが，一般に東方程緩傾斜を示してい一

るo

　（3）高根爽表暦は可採炭暦数暦を挾有，高根川中流部’

に於ては6番麿の如く炭丈十5mに達する厚層の部分も

あるが，・南北方向に縮減し一般砕1～2mり ものが多いQ

現在高根炭鉱が高根川洗域を利して2，3，4，6及び7番

層等を採掘し，月産主千数首t（昭和23年）・の出炭を挙

げている。熊の沢爽炭麿は可操炭暦7層を挾有し・・各炭

暦の厚さは1．5m程度を示し，時に4疹mに達する場
合もあるが，炭層の連続性になお不明の点あり，叉炭暦

聞隔も大ぎく集約的でない。

　（4）本区域の炭層は大部分低度歴青炭に属する縞状炭

で発鞭6600Ca1（灰分15％の場合），一般工業用及び

家庭用燃料炭として利用されている。

　（5）高根及び熊の沢両來炭層爾可採炭暦に就いて高根

炭鉱鉱区内（借用地を含む）及び調査同域に対し地並以下

500m　i迄の炭量を概算すると次の’通りであるo（軍位

10，000t〉　　　　　　　　　、　　　　．　

　　　　　　　　　　　　／　　　　　9

＼　爽炭圃
、区義＼」離爽囎　　　　　　　　　　　　熊の沢爽炭暦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　　計

鉱区内
同区域

　526
1，578

　93
1，384

　619
2，962

　但し芦別爽炭暦に就いては資料不足のため，計算を行

わないがテ本爽炭暦は上下2部の爽炭部より成り調査区

域の東縁部，勘ち高根川下流流域に好露出を示し東方へ

広範囲に亘り発達している。本地域では下部爽炭部が有

望と思われるが，多数の正逆断層により切断されている

：から，大規模採炭には適さない様で凌〉る0

　　　　　　　　　1．緒　　言
　調査地域は北海道塞知郡芦別，赤季両町に跨り室知川　　塾

南支流高根川に至る問の洗域約12km2の面積を占めるQ1

　昭和22年8月～10月調査区域g》南牛を占める高根炭』

鉱稼行区域の地質調査に重点を置き，更に翌年8月～10

50一（310）
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第3圖高根地霞地

　質柱獣圖

壕

1

　月芦別町及びその近傍の概査を行つた際には・課査区域　　地暦は概して東に40。戸》800傾斜している◎局部的には

　の北東部の再調査を行う機会を得た。本文はこれら再度　　小規模な榴曲が発達しているが，軸方向延長先で階段状

　一調査の綜合結果を中聞的に報告するものである。調査に　　軍斜構造に移り変つている。小轡曲は何れも北微西方向

　際しゼは縮尺5千分の1埴形測量を実施し，当時嘱託立　　・を示ワじ・榴曲に俘う幾多の小逆断暦も南北性であつて・

　花栄一が担当，なお高根炭蹟の採鉱上の現況調査は同嘱　　　一般に東側が西側に衡き上げられシこ傾向を示すもゐであ

　・託沢田福三が行つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。調査区域内の断暦の大部分は塞知向斜その他ノ紳習曲

　　　　　　堵．地　質　（第2図参照）　　　　　　　　構造生成後の張力性斜交正断暦で・調査区域中央部にあ

　　翫）概論　石狩炭田あ中央背梁部を成す美唄山脈は，　＼　・る北西性の高根断暦と・区域の東縁部を略々南北に牽る

　中生代暦の複雑した背斜構造より成るカ㍉古第享紀石狩　　歌村断暦が著しい。高根断暦は歌村断暦以西の調査区域

　．統はこれを囲饒する比高数百．mの丘陵地謂を形成し，　　　を更に』南北両部分に別けるo邸ち北：部地区は1走向一般に

　大背斜構造の翼部を成している。調査地域ではこの東翼・　北微西で傾斜50・櫓09東を示す。南部地区では多くの北

’　・部の上牛部師ち所謂下部蜆介暦より芦別爽淡暦に奎る各　　微西・）北西性断暦及び摺曲が発達している。

　暦が概して北微西方向の帯状分布と一般傾斜40’》800東　　　¢）來炭層（第3図参照）

　を示すが・地域の東方空知川に略々滑5て北西方晦の大　　　〔高根棘暦〕．本層は高根川牢流附近粟ぴ熊の沢上流

　1向翁軸（所謂塞知向斜）が認められる。　　　　　　　　　部に於いて最も発蓬し，層厚350m・にも達する部分が

　　毎）地質構豊　　調査地域の西縁に於いて下部蛆介暦　　　あるが・南北走向延長方向には漸次薄くなると同時tに・

　．（二赤平含化石層）が略々南北性の背斜構造を示す他，・各　　挾有する炭層も菲薄化する事が認められるので・本層⑳・

し 51一（311）
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層厚は李均310mと見てよいo一般に外観は帯緑淡褐
色乃至チョコレート色の頁岩を主とし， 帯黄友色中粒砂

　　　　　　　　　　　　ノ岩を互層し状に混え，泥端の薄層を挾む。

本暦は最下位所謂下部蜆介屡より漸移するもので羊歯

　　　　　　　　　　　　　　　あ砂滞に該当す軸軌考えられるカ1特に稼行矯を挾

有するに至つた本地域の岩厨に対し高根爽炭暦と命名し

た。なお高根爽炭暦と上位熊の沢爽炭層との関係も整合

である。　　　　　　　　し　　r
『〔熊の沢爽炭暦〕本暦は岩質及び炭暦層準上，上下の

二暦に分つ事が翫来る。、

　（イ）下部來炭暦　暦厚約320mで主と、して帯青友　、

色中一粗粒砂岩と騰淡褐色頁岩との互暦である。下底
ぽ

に近く2～3暦の炭暦を挾み，その1暦ぽ李均山丈4・2m

で走向延長が安定しているので良好な示準暦となる。叉

本暦の下位70～80mの層準の頁岩暦中に小型σ・76蜘zα、1

理が散在するのを認めたが個体数も少く保存も艮好で

ないので走向方向に追跡したが途に延長先を確める事が

出来なかつたQこの産状に下部蜆介暦におけるσo漉o一

弼のそれとは全く異つている。

　（ロ）上部爽炭層　本暦は下部爽炭層の上に整合に重

なり， 厚さ約350mあり，帯青友色の細一中粒縞状砂、

岩と帯緑褐友色頁岩とg互暦より准りヂ上部に頁岩及び

　　　る泥灰岩の簿暦を多く挟むρ

　熊の沢爽炭暦と命名した理由は本層の最下底8，9番

暦に嘗て熊の沢中流部で部分的に裸炭された事があり且

つ熊の沢に最も良く連続露出して“るからである6

　鐸の沢爽炭暦とキ部蜆介暦とは漸移的で岩質も瀕海性

の堆積相で甚だ酷似している。前者の上端面に近く

佑吻α剛8sp．を産す為化石帯があるがこの暦準の更に

上位30mから細粒板状砂岩となり　σ07ろ獅～αsp、を散

点するの奄この部分から上部を入爲的に上部蜆介暦とし

たo

　〔芦別爽炭暦〕本暦は主要爽炭暦として上下部め二爽

．炭暦と，、これらを挾み或は隔てる3砂岩暦≧によつて構』

成される厚さ660m十め累層である。本区域では上部來

炭暦より下部爽炭暦の方が有望である。

　（イ）下部爽炭層　本暦は層厚約160mで帯褐暗灰

色頁岩を主とし（細一中粒泥荻質）砂岩を從≒する互暦函

　　　　　　　　ごりなり，炭丈o油叫1．omの稼行可能の石炭4暦を挾
　1　　　　　　　　。
有する。嘗づて三井餌山が高根川東支流中の沢で探査し

たものはこれに属する。

　（ロ）上部來炭暦　本暦は中部砂岩暦に整合に重なり，

全厚約蛎Omで主として暗灰色頁岩と帯緑淡青色細粒

縞状砂岩との互暦より軸なり，時に友白色塊状粗粒砂岩を

挾む。調査区域内の本層中には炭暦が7解8’暦発達する

が，炭璽頁岩が多く且つ膨縮が甚だしいから稼行可能と

・思われる炭暦はその中，9．5～＋1．O　mの炭丈を有するも　．

の2～3層に渦ぎない。現在芦別町南側鱈田沢で非日本

鉱業稼行中の炭暦はとれに属すると考えられる◎

　　　　　　　3．炭　　暦
　a）高根來炭層　最も有望な炭暦は高根川両岸数百皿
の範囲に密集しているが，、とれらは北及ぴ南方に向つて・

漸次縮減或は尖滅するものと認められる。

　次に主として高根炭鉱稼行区域（南部区域）の炭暦に就

いてその特質，潰長を示せば家表り如くである♀

　各暦の上下盤及び挾みに就いては，附図3炭柱図に記

　してあるので省略するが，、特に挾みは上下盤と同様な頁

岩，砂質頁岩或は砂岩等であつて，凝友質その他異質載

のものを挾む事はない。特に強調する必要のある事ね炭

暦の分岐膨縮炭質の変化及び走向方向特に南方延長部の．

尖滅等で高根本流北岸ゐ6番層と6番暦沢の該炭暦とは『

箸しぐ異る炭桂を示す。この間高根川を挾み僅に70m・

の距離に過ぎないが如何に激しく炭質が変化するかを示

す一例である。

　b）熊の選來撰暦（附図4参照）．本暦に属する炭暦は

　その全部が露頭部に就いて観察されたもののみ宅あるか1

炭暦名

、下位より

　　8番暦
　　7　ヶ馬

　　6　グ
　　5　〃
4　〃

3　〃・

2　〃

1　〃

李均暦厚i走寧延長
（m）

1．20

1．57

4．36

1．30

2．05

1。00・

0．71
3．10，

確定
、一950F

700

1100

300

’1000

500．

｝400

　　F炭丈／，
　　　／山丈、
推定
・100十

60Q＋

300十

300十

500

40α

稼　　行　　状　　態　（昭和22年11月現在）

800／

0．蟹　 ・　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　’，縷
．
轡

　　ラ0．7711『高根川北岸でほ二片C地並以下一30m）まで採炭
　　　　〃　南岸では新坑掘開中
　　　　　　　へ0・31　　　ケ　北岸では二片F（地並以下一30m）まで探炭

工。，屍稼馨灘纏驚鰯轟鑑熱、．断膚、．虞．

α4・騰が現灘爲目下醐こ継轡，‘

52一（312） ／



炭暦名 採取場処 色1

・翻高根讐麺漆黒

2〃　ケ　〃　黒
ケ　　　〃1片坑内、黒～漆黒

3ゲケ“、1“
4〃　〃　・ヴ、漆黒

5 グ六号沢堀割暗黒

勧 〃』ケ黙潔
〃ハ号沢ヴ　ガ
ヤ　〃・六号沢〃　　　〃

8グ　『〃　〃　黒
〃　　四号沢吻　　　・〃

　モ光沢鱒聖
稽磯強

階天及
び燃焼
の難易

良

一〃

強1強
〃　　 ケ

、良㌧難
梢々強i　の

強　　　〃
　　比較“
　　的弱
良

o

容易

焔の
長短

中

中～長

組、　　織　働

〃　

均二塊状の筋なし炭・

大部分は筋引き炭であるが下牛

欝なしの良購鰐縞繊

均一塊状の筋引き炭一部眼紋炭
をなす

　　　〃犬部分は良好な筋引き炭である
が下盤近く若干縞状をなす
筋なし輝炭部を主とするが下孚
分は縞魍焚となる

　　　〃
騨を含劃良好均rな輝禅

均一塊歌の筋引き炭

炭質頁岩暗衆の互層をなす縞状
炭

傭　考

f

特に本暦の炭
質の変化は甚
レい様である

、’米粒大の號珀

を含む
暦面と直角な
細鐘裂が多い

ら，そ爾炭暦性状が明瞭でない師｛多い瓜概して高根’

1爽炭暦のものと大差ないものと認められる。ミ上部爽炭暦

，には上位より1，2，3，F4，5番暦の5暦ア下部來炭暦に

一は6，7，8，9番暦の4暦あるが各層間の距離はギ均し

て85即，大部分のものが未採掘のま玉であるρ主要露頭

比おける炭柱匿附図41に示す通りである。

翻鰍獺こつい礪本報告にゆづる事爾，．
るQ

　　4．高根來炭層の炭の外観及び炭質

　　　　　　　　　　高，根’

l

F
．
爽

滴灘斯資群に依揮從勅蝶分析の結果厭の
如くである。

　　　　　5．一炭　量． 、　．＼砂』

a）高根炭鑛鑛塵内に於ける理論推定炭量r（便宜上該

　　　　　　　　　ひ灘所灘職鉱鑓株鵡瀞ら脚権遡こよ蜷－
用声ゐ区域を含む）　　1

炭
．
層 箪位慮

／

・淡暦各 一，2番暦．

地乖以上
．地並以下
　5》0・n迄

　計，。

3番屠 肇番暦

　t1　　匹t　　　t・111，095　f2，684．85，000

836・・q6，・8卿・7287812

947，201　937092　813，812

5番暦
！幡暦
1 7番屠　8番暦

・刷鋤』書祠・幡
6870窪8　　934，012　　941夕2161170837772・

　　　　／　　　1き1，865　1，060，3291，070，2931，190，200

一計

　　t584，4：18

4，672，376！

5，2弓6，79ヂ

　，F
・熊の沢爽炭暦

炭層名 悟穂
t

地並以上卜12・91昇・

地並以下　5・晦迄、．11β08

，1計　　　略4，2⑳

6番暦
”3β13

20，623

裂3・935

t

・7番暦

　．t、627511

84，587

147・o甲

　　　「18，轡層平9番層
　　　1　一・
　も103，693
438，181

541，874

　　t762619
74，548

ユ与1，167

計

　　t259，043　．

669，247

928，295

53τ（313）

合計 約620万漣
・1

・　、1



￥

／P

，b）調査全唾域の理翻推定炭量（高根鉱業所鉱区炭量をも含む）

　　　　　　　　　　　　　高・根　來　炭』厨・

炭暦名

地並域上
地並竣下
500mi迄

　計

ち2番暦 3番層
　　t　・　　　t
449，806142ン900

5，174，927

5，624，733

26勾06窪

406，96垂

窪番暦 5番暦
　　t、
278，615

2，270，621

2，549，238・

　『t36，983一

148，797

1
1

S5，780、

6番層
　　t526，324

2，84：8，653㌃

，一3，374，977

7番・暦

　　毛
172，＄8β

1，、4607769・

1シ633，655

8番層
　　t1917706

11ン814，363

2，006ン069．

計、

　　　も
1，7997220F

13，982，196

15，781，416

1

熊の，沢 爽．炭暦
、 ＼

炭暦名

・地並以上
P
地 並塚下
　500m迄

　計

1番暦

　t
30，113

220，555

2番暦
　t
67，042

■，165，041

250，6681，232，083

3番暦
　　t407500

4，561，883

4，602，383

一4番暦

　吾t35，475

825，147

860，622

5番層

739，485

6番暦 7番暦
　　t・　　　tl　　　t
63，461　655，368L，35，339

　　37エ86，4651611，472

802，946 3，8壬1，833ド646，8匹1

8番暦、9番暦

　　t　　　t
388，18563，202

9567035196，脇

・・34412・01359・446

計

　　t1，378，685

12，逢62，327

　　ヨ13ン841，012
／

合計、約3，000万漣』

　　　　　　一6．嫁行賦況
．　調査地域内には採掘登録鉱区4，試掘登録鉱区4があ

るが，現在稼行中のものは高根炭鉱だけである◎高根炭’

，鉱（高根第一炭鉱株式会杜高根鉱籍斤）に於ける稼微層

り状況に就いて嬬既述してあるので省略する。叉開発程

度・出炭・販路等に関しては炭鉱各読の項で記述する。P

　　　　9　、　　，・，7。　結　　　論

　高根川流球に賦存する浜層に就ヤ・ては，從来該炭麿は

羊歯砂岩暦に属する低晶位の殆んど全部が淡質頁岩とも

云うべき粗悪のもので，稼行に堪えないもの≧して取扱

われた事杢あるが，今回の調査では高根爽炭暦は高根川

南岸附近に於いて比較的有望な炭層を数多く挾有し，肪

謂羊歯砂岩癬の異相と考えられる6但し炭暦は大部分走

向葬長方向に漸次縮減し結局局部酌な発達をなしたもの

　と観察された。埋藏炭量は高根爽淡暦の稼行可能炭暦に

0
就 いて，理論推定麗1，578万t，熊の沢爽淡暦の9炭

暦に就いて1，387万t，計鞠3，000万t（r500m迄）であ

・るご叉下部蜆介層最上部印ち，高根爽炭暦への潮移部分

　附近には品質優良な涯青炭に代表される4～5暦の炭暦

　が介在し高根來炭暦中の炭暦より連続性を有するが，何

れも暦厚50cm内外④．ものである。熊の沢來炭暦に含

1まれる炭暦の状況は今回の調査ではなお詳かでない点が

　あるが，炭質は高根來炭暦のものと概ね同質であり，走

　向方向への導続性縞むしろ安定しているものと思われ

　るQ芦別爽炭層は，既述の如く主要來炭部分は上部，下

　部の二履に分たれるが上部爽炭層のものは，一下部爽炭暦

のものより品質が劣るもめと御察される。これらは歌村

協即東側に分布嗣車域黙そ咄西端の一部力斌

存するだけで主要分布範囲は調査区域の東側邸ち芦別市

街を中心とする広大な区域である。叉歌村断暦の西側で

は主要炭層は著しく北へ韓位し区域外，塞知川の北岸に．

分布しているらしい0

　　　　　　　8し意　見
　調査区域内に於ける各地暦は何れも石炭を含み略々南』

北に幣状に分布している。從つ《ごれを横切る如き東西

性の河川に澹うて今後更に綿密に精査を行い，炭暦を発

掘して炭状を把握する必要があるが現在迄の資料によれ

ば概して局部的発達を遽げた炭暦が多いものと考えられ

る。特に歌村断暦の東側に賦存する芦別來炭層は幾多フ）

逆断暦に依つて重擬露出しているので，小規模稼行の場

合でも充分精査を行つて企業儂値の到定を行うべきで

ある。　　　　　　、

　　　　　　　9乙炭磯各説
　a）鑛匪　』　　　 、

難i位 置匝積瞬業、権劃備考．
採登塞知郡芦別町
316御料地内・

　鶏札幌市北6條　　高根炭礎、
290・100廠鶉殿翫，稼榊

b）沿箪　古い事は不明であるが嘗て三菱鉱業株式会

肚所有であつたものが，．昭和の初め頃須貝富藏氏に移

りジ更に昭和13年編岡劇雄氏の手に入り高根麟株式

会赴の設立と共に同肚の経営に移つた。爾来小規模匿隊

　　　　　　　　　　　　　　　　95｛一（314）



9

行されてい癒が昭和18年架塞索道の完成を見，昭和21

年5月から恒常的採炭に着手し今日に到つた。

む）位置交通　当炭鉱は北海道空知郡芦別町及び赤季

町御料地内に在り，根室本線芦別堺の西寿直距約5km，

芦別葬岸両駅間で塞知川に注ぐ高根川珊口より上洗約

4kmにイ立しているo　芦別市街地：から國道により高根川

口に至硬に高根li騨・に新設渾路により山元ま罐す

るにはトラックで約46分を要する。物資の輸邊は山元

一芦別駅間約4。5kmの索i道に依つているが，精炭のi喩

灘主としてトラックにより羅駅に寧つ魚さ樋・

　d〉稼行歌況（昭和22年）調査当時卑「坑道」主要坑道

は第1斜坑で傾斜180約9りm延びているρ片盤坑道は

3番層1片170m，同Ob片は165m，4番暦■片は335m，

剛片は37卿となつてい恥
　「裸炭』炭暦が急傾斜なρで平ユリソグーヂ法により

手掘採炭している。現在は主に4番層を採淡しており，

その切羽実牧率は約80％，．塊糧の割合は6溢位であ

るo

　「蓮搬」，切胴一（手押蓮搬）→（蒸汽捲）→炭含一

　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　
γ

　　　（索道）→索道ステーシヨン炭舎ノ

「排水通気照明」　自然通気で排水には5馬力ポシプ2

台を使用して㌔ヤる。照明は電気安全燈を使用して㌔、・る。

　　　　　　　　　　　　　気
’「出炭状況」

閣
月

一
別
1
昭2乳41『56「7／、sl、9

実績
2畔・71序・・蜘・漏1劉・9’

，’e）意魔　　当炭鉱は着々その内容を充実し，漸次隼産

、を向上さ甘ているが，鉱区め面積嫡甚だ狭小であって，

その周囲は大手筋の未稼行鉱区に囲まれている・これら

囲饒鉱区の未稼行炭層は概ね小規模であつて新設備を塚

つて開麹4着手する程の企業債値を有するものとほ認め

られないが，当・炭鑛の現有設備を利用して小規模開発を

企てる事には安当性があると思われるので調査地域全般

の堰産開発の間題は高根淡鉱を中心として休眠鉱区を小

規模乍ら途次開発し宅ゆく事を基礎として解決すべきで

あろうo　　　　　　　　l昭1和22年8《40月調査）

550。＄：553．94（522・3）：622・19
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喝00mfr・mtheea曲st漁cebyむhetw・c・r“・
dri11s，i．e．就KiJima　Colliery＆Sagaて〕oL

liery．S・右hetw・c・re－drillsaren・tsign｛一

£ca，nt　for　an　immediate　exploita右ion，but　they

乱rev蜘翫ble・nlyf・r「se16nti丘clnterest・

・玉．要　　旨

本調査は石炭聴からの委嘱課査で，その主要目的は実

の二つであるo

　（1）佐賀縣杵島郡住吉村宮野及び大野附近を中心に，

　かな’り広く分布して》る砂質頁岩が・最近杵島層で

　はあ9るま、・かと，問題になつてきているので，この

　問題を決定すること。

　（2）もしも杵島層である場合には，垂直深度300m内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、9　外に芳ノ谷累厨中の所謂杵島本暦が伏在することと

　なり，稼行の対象とな、り得るので集試錐を施行する1

　’必要が生じてくる。よつてその試錐位置を選定する

　、ことo
調査の結果，上記宮野及び大野附近の砂質頁岩暦（住

吉砂質頁岩層）は実は柚木原暦（畑津頁岩暦）に対比され

るべきもので，、杵島暦ではない。從つて緊急開発を目的

とする試錐を施行するごとは，現在のところ不必要であ．！

55み（31年）
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